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 Cognitive Distraction 検知研究では，ドライバーの視覚情報および生体情報を特徴量と
して，パターン認識によるドライバーの負担度を考慮した Cognitive Distraction 検知を行
った．パターン認識手法としては多値判別が行える ECOC 法を採用した．ハミング距離を
用いる HD-ECOC と，損失関数に基づく LD-ECOC 双方の手法による Cognitive 
Distraction 検知を行ったところ，LD-ECOC を用いることにより最高で 95.76%の検知精
度を得ることができた． 
 脈波からの血圧値推定に関する研究では，線形に変化する特徴量に対応可能な非線形重
回帰分析と SVRの両手法を用いて推定を行った．その結果，従来の線形手法と比較して良
好な推定精度を得ることができた．さらに推定精度が比較的悪い低血圧と高血圧データに
対して再学習を行うことで，推定精度を向上させることができた．また，精度悪化の要因
となる外れ値を除外する方法についても提案し，推定精度を更に向上させることができた．
提案した全てのアルゴリズムを組み合わせることで推定精度は SD=7.5749mmHg となり，
JIS規格である 8mmHg未満を達成することができた． 
